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10月1日に行った「いいやま相乗りタクシー『ゆ
きんこ号』」の本格運行を記念するオープニングセ
レモニー。（関連11㌻）

◑COVER《表紙》

けものおと鳥獣被害
防止アプリ

獣の出没状況をご覧いただけます。 「広報飯山」をいつもそばに。

■ インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症
予防接種のお知らせ （関連5㌻）

2028年2月、10月に飯山市で開催
詳細は特設ホームページをチェック !! 

■ 地域を水害から守る（関連2～4㌻）
クローズアップ



古牧橋

中央橋

綱切橋

大関橋道の駅
花の駅 
千曲川

菜の花公園

飯山駅

樽
川

北竜湖

針湖池

飯
山
線

千曲川皿
川

常盤大橋

柏尾橋

湯滝橋

市川橋

千曲川
管理区分

県管理
国管理

 

信
濃
川
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系
緊
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水
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ロ
ジ
ェ
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ト

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
出

水
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
信
濃
川
水
系
（
信
濃
川
・
千

曲
川
）
に
お
い
て
、
令
和
13
年

度
（
２
０
３
１
年
度
）
ま
で
に

「
千
曲
川
本
川
の
越
水
等
に
よ

り
生
じ
た
家
屋
浸
水
の
再
発
防

止
」
を
目
標
に
掲
げ
、
国
、
県
、

市
町
村
が
連
携
し
て
、
令
和
２

年
１
月
に
信
濃
川
水
系
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
流
域
一
帯
の
治
水

対
策
と
し
て
掲
げ
る
３
本
の
柱

の
う
ち
、「
河
川
に
お
け
る
対

策
」
と
し
て
堤
防
強
化
や
堤
防

整
備
、
河
道
掘
削
、
遊
水
地
整

備
、
大
町
ダ
ム
等
再
編
事
業
、

「
流
域
に
お
け
る
対
策
」
と
し

て
防
災
拠
点
等
の
整
備
、「
ま

ち
づ
く
り
・
ソ
フ
ト
対
策
」
と

し
て
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

普
及
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

早
期
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て

整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

飯
山
市
内
に
お
け
る

河
川
整
備

　
飯
山
市
内
に
お
け
る
国
（
千

曲
川
河
川
事
務
所
）
の
主
な
河

川
整
備
と
し
て
、「
戸
狩
狭
窄

部
河
道
掘
削
」、「
蓮
遊
水
地
整

備
」、「
堤
防
整
備
（
静
間
、
常

郷
地
区
）」
が
あ
り
ま
す
。
狭

窄
部
河
道
掘
削
お
よ
び
常
郷
・

静
間
地
区
築
堤
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
も
継
続
し
て
工
事
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
遊
水
地
整
備
は
、
今
年
９
月

よ
り
下
池
排
水
樋
門
の
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
遊
水
地
全
体

は
令
和
12
年
度
（
２
０
３
０
年

度
）
末
の
完
成
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳細は国土交通
省のホームペー
ジをご覧くださ
い。二次元コー
ドはこちら→

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
７
年
。
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
「
信
濃
川
水
系 

緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
捗
状
況
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

地
域
を
水
害
か
ら
守
る

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　蓮遊水地を整備するにあたり、蓮区の皆さま、用地を提供い
ただいた地権者および、すべての関係者の皆さまのご理解とご
協力にこの場をお借りして改めて感謝申し上げます。
　今年９月より蓮遊水地の最初の工事である排水樋門（下池）
の工事に着手しました。飯山市と連携し遊水地内の耕作と工
事の両立を図りながら、令和12年度（2030年度）末の完成
に向けて安全かつ着実に工事を進めてまいりますので、引き続
き皆さまのご理解とご協力をお願いします。

クローズアップ 地域を水害から守る

Interview

N

蓮遊水地【国】
位置：蓮地区
工期：令和 13年（2031 年）3月に完成予定
状況：排水樋門（下池）の工事を実施中

静間地区【国】堤防整備
位置：静間地区付近
状況：順次堤防整備を実施中

下境工区【県】堤防整備
位置：下境区付近
工期：令和２年度（2020 年度）に完成

完

戸狩狭窄部【国】河道掘削
位置：湯滝橋上流
工期：令和３年（2021年）２月～（実施中）
状況：湯滝橋上流でバックホウ台船を利用した河

道掘削を実施

常郷地区【国】堤防整備
位置：今井区（川面）付近
状況：順次堤防整備を実施中

北町工区（皿川堤防）【県】 堤防整備
位置：国道 117 号から英岩寺橋まで
状況：築堤嵩上げ工事を実施中

令和8年
（2026年）
9月着工

照岡馬場工区【県】堤防整備
位置：市川橋付近
工期：令和7年度（2025年度）に完成

完

丸山 友之 さん

千曲川緊急治水対策
出張所長

千曲川河川事務所
国土交通省

市内整備エリア
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新型コロナウイルス感染症予防接種指定医療機関
いいやま診療所 畑山医院 北信州診療所 いいやまファミリークリニック
小田切医院 みゆき会クリニック 片塩医院 飯山赤十字病院

水位低減

遊
水
地
あ
り

遊
水
地
な
し

遊水地に洪水の一部を一時的に溜めることにより、下流へ流れる水
の量が減り、水位が低下します。

　季節性インフルエンザ予防接種と同様、接種対
象者に努力義務はありません。感染予防の効果と副
反応のリスクを、市ホームページ等で確認いただき、
理解いただいた上で、接種をご検
討ください。希望される方は各医療
機関へお申し込みのうえ接種をお願
いします。詳しくは、保健福祉課へ
お問い合わせいただくか、市ホーム
ページをご確認ください。

二次元コードで
ホームページを
チェック！

保健福祉課 健康増進係　℡ 0269-67-0727

■対象者 飯山市に住所がある①または②の方
①接種日現在で65歳以上
②60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸
器等に重い病気のある方（身体障害者手帳1
級程度）

■実施期間 令和9年（2027年）3月31日（水）まで
 （医療機関により異なる場合があります）
■接種費用 自己負担額4,500円（1人1回に限ります）
■申込方法　下記の医療機関に直接お申込みください。

新型コロナウイルス感染症予防接種のお知らせ
高齢者の皆さまへ

■申込方法
指定医療機関に直接お申し込みください

※接種の際は必ず電話で確認・予約をしてください。接種時は、保護者が
同伴し必ず母子健康手帳をお持ちください。

※指定医療機関以外で予防接種を受ける方は、接種後に市への補助申請の
手続きが必要になります。（中野市にも一部指定医療機関があります）

■対象者
飯山市に住所がある、①または②の方
①接種日現在で65歳以上
② 60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓、
呼吸器等に重い病気のある方（身体障害
者手帳1級程度）

■接種費用
自己負担額1,000円（1人1回に限ります）
■申込方法
指定医療機関に直接お申し込みください

実施期間：令和9年（2027年）3月31日（水）まで【医療機関により異なる場合があります】

インフルエンザ予防接種のお知らせ
子育て世帯と高齢者の皆さまへ

保健福祉課 健康増進係　℡ 0269-67-0727

※注射と経鼻の両方の補助は受けられません。■対象者
接種
方法

対象
（接種時年齢） 補助上限額 回数

注射 1～15歳
（中学3年生まで） 2,000円 /回 １～12歳は2回まで

13歳以上は1回まで

経鼻 2～15歳
（中学3年生まで） 4,000円/回 1人1回まで

子どものインフルエンザ予防接種費用を補助 高齢者のインフルエンザ予防接種実施

インフルエンザ予防接種 指定医療機関
いいやま診療所

（小学校1年生以上）
℡ 0269-67-0100

畑山医院
℡ 0269-67-2888

みゆき会クリニック
℡ 0120-801-030

戸狩診療所
℡ 0269-65-3995

いいやま
ファミリークリニック
℡ 0269-62-7080

小田切医院
（1歳以上）

℡ 0269-62-2039
服部医院

℡ 0269-62-2816
北信州診療所
（高齢者のみ）
℡ 0269-65-1200

片塩医院
℡ 0269-62-2136

飯山赤十字病院
（小児はかかりつけのみ）
℡ 0269-62-4195

　
８
月
26
日
、
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
に
お
い
て
「
蓮

遊
水
地
整
備
起
工
式
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
千
曲
川
改
修
期

成
同
盟
会
副
会
長
で
あ
る
江
沢

市
長
よ
り「
本
事
業
の
着
工
は
、

市
民
が
未
来
に
わ
た
り
こ
の
地

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
確
固
た
る
礎
と
な
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
」
と
の
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
植

田
北
陸
地
方
整
備
局
長
よ
り

「
遊
水
地
の
整
備
効
果
が
早
期

に
発
現
で
き
る
よ
う
北
陸
地
方

　
蓮
遊
水
地
は
、
洪
水
を
一
時
的
に

貯
留
す
る
た
め
、
囲
繞
堤
（
い
ぎ
ょ

う
て
い
）、
周
囲
堤
、
上
池
と
下
池

の
間
の
仕
切
堤
の
整
備
の
ほ
か
、
洪

水
を
取
り
込
む
た
め
の
越
流
堤
、

遊
水
地
に
貯
留
し
た
洪
水
を
排
水

す
る
た
め
の
排
水
樋
門
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
周
囲
堤
の
整
備
に
伴
い
、

集
落
で
の
内
水
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
内
水
排
水
樋
門
、
調
整
池
、
排

水
ポ
ン
プ
等
を
設
置
し
ま
す
。

整
備
局
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
田
澤
千
曲
川
河
川

事
務
所
長
よ
り
事
業
説
明
が

行
わ
れ
、
遊
水
地
整
備
の
安
全

と
着
実
な
進
捗
を
願
い
、
来
賓

の
方
々
と
主
催
者
に
よ
る
鍬
入

（
く
わ
い
れ
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
秋
津
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

合
唱
「
祈
り
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

「祈り」の合唱をする秋津小学校の児童

主催者および来賓の皆さんによる鍬入れ

仕切堤 上池

調整池

下池

千曲川
排水樋門（上池）

越流堤
（下池）

囲繞堤

仕切堤 上池上池

調整池調整池

下池下池

周囲堤

事業面積 約50ha
貯水容量 約220万㎡ ※上記の施設形状等については、現地状況等を踏まえ変更となる場合があります。

蓮遊水地の概要

クローズアップ 地域を水害から守る

蓮
遊
水
地
整
備
起
工
式
を
開
催

遊
水
地
の
働
き

お知らせ Pickup ⤴
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雪かき支援事業のご案内
危機管理防災課 防災消防係　℡ 0269-67-0721

■作業対象
　〇日常居住している家屋の屋根の除排雪
　〇車庫、倉庫等の屋根の除排雪　など
■作業対象とならないもの
　・現に居住していない空き家
　・日常の道路から玄関先までの除雪
　　（7㌻の高齢者等玄関先除雪への支援を参照）

お住まいの地域を
担当する民生児童委員に相談

昨年度、雪かき支援事業
の対象となった方

市役所危機管理防災課
℡ 67-0721まで連絡

新規で対象世帯の要件
に該当する方

■申請方法
特徴1
除
雪
困
難
世
帯
と

雪
か
き
支
援
事
業
者
を
仲
介■負担額（概略図）

除雪機等

1 時間あたり
3,500円 /台

除雪機
20馬力未満

除雪機
20馬力以上

1 時間あたり
5,000円 /台

重機
を使用

かかった分の
費用を負担

作業員

市民税所得割
非課税世帯の住居

生活保護世帯の住居
はい いいえ

対象世帯または扶養義務者等の
所得に応じて 1時間あたり
1,400円～ 2,700円 /人

1時間あたり
2,700円 /人

0円
（負担なし）

はい いいえ

はい いいえ

現に居住し
ている建物

車庫や倉庫
などの住居
以外の建物

冬期間不在で
管理人が管理
している建物

費用の援助を扶養義務者
などから受けられない

課
税
世
帯
も

支
援
の
対
象

特徴2

を使用

料
金
を

明
確
化

特徴3

■対象世帯
次のいずれかに該当する世帯で、自らの労
力で自宅などの除排雪ができない世帯
　　〇高齢者世帯
　　

　　〇母子・父子世帯　  

　　〇高齢者世帯と母子・父子世帯の混合世帯
　　〇傷病・障がい者世帯

　　
　　〇入院世帯　　
　　

　　〇冬期間不在となる世帯で管理人を定
　　　めて家屋を管理する世帯　など
■対象とならない世帯
中野市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、
栄村、飯山市に、労力または資力の協力を得
られる父母・子など親族がいる世帯

65歳以上のみの世帯または 65歳
以上と 18歳未満のみの世帯

在宅に戻ることが確実で短期的な入
院により、一時的に留守となる世帯

現に配偶者がいない65歳未満の母
または父と18歳未満のみの世帯

生計の中心となる方が、傷病または
心身の障がい者である世帯

冬の暮らしを守り、安心して暮らせるために

■期間　12月上旬～2月末
■任用　市会計年度任用職員（フルタイム）
　　　　18歳以上、職務可能で健康な方（12名）
■勤務　8:30～17:15（月額221,000円～）
■業務　除雪困難世帯の見守り、民間等事業
　　　　者との調整、除排雪作業ほか

雪かき支援員募集中

除雪機等の費用が無料となる場合

現に居住している建物に限り、生活保護世帯と市民税所得割非課
税世帯は費用負担はありません。なお、「車庫や倉庫などの居住
以外の建物」および「冬期間不在で管理人が管理している建物」は、
全ての方に費用負担があります。

　本年度も市内全集落を対象に冬期間における市民の安全と安心を確保するため、自らの労力で自宅などの除排雪が
できない除雪困難世帯に対して、市民、事業者、行政が協働して雪かき支援を行います。支援内容は、日常居住して
いる家屋の屋根の除排雪や車庫、倉庫等の屋根の除排雪などです。（課税状況、作業対象等により、費用負担の場合あり）
詳しくは、お問い合わせください。

500円 /回
1時間超
1,500円 /回

1,500円/回
1時間超
2,500円/回

危機管理防災課 防災消防係　℡ 0269-67- 0721

高齢者等玄関先除雪への支援
冬の暮らしを守り、安心して暮らせるために

　市では、高齢・障がい・病気等で冬期間の道路から玄関先までの自力除雪が困難な世帯に対し、緊急時避難路確
保を目的として、区長が選定した除雪作業員による除雪支援を行います。対象等詳しくは、危機管理防災課までお問
い合わせください。また、区長から依頼がありましたら、作業のできる方は、支援員としてご協力をお願いします。

■対象作業
積雪が15cm以上となった場合に、通路
幅を概ね1m確保する除雪作業。１日当
たり３回程度。（年間上限あり）

■申請の取りまとめ
各区の区長（申請後、該当要件の審査あり）

■対象世帯（抜粋）
高齢・障がい・病気等のため除雪路線の道
路から玄関先まで自力で除雪が困難な世帯

このほか課税状況等の要件がありますので詳し
くはお問い合わせください。また、原則、同一区
内に除雪能力を有する直系の親族がいる場合は
対象外です。

○世帯員の住民税（所得割）課税世帯の場合
支援員への作業料 「市」助成額 「世帯」負担額

■作業料と世帯の負担額

2,000円/回
1時間超
4,000円/回

○世帯員の住民税（所得割）非課税世帯の場合
支援員への作業料 「世帯」負担額

0円 /回
（負担なし）

「市」助成額

2,000円/回
1時間超
4,000円/回

2,000円/回
1時間超
4,000円/回

移住定住推進課 住宅係　℡ 0269-67-0740

市営住宅の入居者を募集します

福寿町団地

■住所 飯山市大字飯山2255-2
■戸数 １戸（4階）
■構造 鉄筋コンクリート造 4階建
■間取 2LDK
■家賃 22,000～32,800円 /月
■駐車場 有り（3,500円 /月）
■保証金 家賃3カ月相当

福寿町団地

■入居資格 次の全てに該当する方
 ・2人以上の親族で入居する方、または3カ月以内に婚姻予定の方

 ・世帯収入が市で定める基準額以下の方
 ・暴力団員でない方
 ・住宅に困窮していることが明らかな方

  （現在住んでいるまたは所有している持ち家が無いことが条件と
なります）

 ・市税等を滞納していない方
 ・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方
■入居可能日 12月1日（火）【入居指定日：12月14日（月）】
■申込方法 申込書および添付書類の提出
 （提出先：市役所２階移住定住推進課住宅係へご持参下

さい《郵送不可》）
■申込期間 10月20日（火）から11月10日（火）まで（土､ 日、

祝日を除く）※午前8時30分から午後5時15分まで
■選考方法 申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします
 《抽選日時》11月19日（木）午前10時から
 【飯山市役所4階　第1委員会室】
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2000個の灯篭が展示された会場

び
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
灯
篭
２
０
０
０

個
に
明
か
り
が
灯
さ
れ
、
会
場

は
幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
の
８
月
に
開
催

さ
れ
た
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
甲
子
園
」
に
出
場
し
た
飯
山

高
校
書
道
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

会
場
は
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

飯山市職員を募集します
令和9年（2027年）4月採用

総務課 庶務係　 ℡ 0269-67-0720

■住所要件
　採用後は、飯山市内に居住（住民登録）すること。ただし、上級土木、社会人経験者（土木）は住所要件はありません。

二次元コードで
ホームページを
チェック！

総務課 公民連携推進係　℡ 0269-67- 0720

断熱改修ワークショップを開催します
木島若者住宅B棟

■実施会場
木島若者住宅B棟　飯山市大字木島668-1
■日時
11月12日（木）、14日（土）午前９時から正午まで
※２日間開催しますが、どちらも同じ内容です。
■内容
戸建て住宅等の第１回断熱改修ワークショップとして、
若者住宅B棟の内窓設置をワークショップで実施しま
す。（環境省の窓リノベ補助金の説明もいたします。）

　市では、2050年のカーボンニュートラルの実現に向
け、省エネ化の取り組みとして、木島若者住宅B棟の
断熱改修をワークショップ形式で実施します。

■参加者
一緒に内窓設置（改修）の作業を体験していただく方
を募集します。専門の講師が丁寧に指導いたします。（見
学のみでも可です。）
■申込方法
断熱改修ワークショップへの参加は事
前のお申込みが必要となります。申込
方法等、詳しくは市ホームページでご
確認ください。

第2回断熱改修ワークショップとして、壁、天井へ
断熱材を入れる作業を、11月下旬に予定しています。

参加無料

駅
前
市
有
地
の
貸
付
等
の
契
約
書
を
締
結

２
０
２
６
い
い
や
ま
ス
ノ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
in
豊
島
区
を
開
催

天
然
雪
を
通
じ
て
飯
山
の
魅
力
発
信

契約書に押印する社会福祉法人森と木の岸田理事長（左）

イタリアンバルNODOの内堀さん（左）と江沢市長（右）

雪の滑り台を楽しむ来場者

　
９
月
18
日
、
市
役
所
で
飯
山

駅
前
市
有
地
の
貸
付
と
商
業

施
設
の
建
設
の
た
め
の
契
約
書

の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、
社
会
福
祉

法
人
森
と
木 

岸
田
隆
理
事
長

と
イ
タ
リ
ア
ン
バ
ルN

O
D
O

（
ノ
ー
ド
）
内
堀
裕
文
さ
ん
が

出
席
し
、
社
会
福
祉
法
人
森

と
木
が
６
４
８
平
方
㍍
、
内
堀

さ
ん
が
５
３
２
平
方
㍍
の
土
地

に
つ
い
て
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
法
人
森
と
木

は
、
飲
食
店
と
福
祉
施
設
を

組
み
合
わ
せ
た
施
設
「
森
と

木
い
い
や
まBase

（
ベ
ー
ス
） 

　
９
月
13
日
、
東
京
都
豊
島
区

のIK
E

・SU
N
PA
RK

（
イ
ケ・

サ
ン
パ
ー
ク
）に
て「
２
０
２
６

い
い
や
ま
ス
ノ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
in
豊
島
区
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
天
然
雪

を
通
じ
て
飯
山
市
の
魅
力
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
で
、
国
分

寺
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市

に
続
き
４
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
当
日
は
20
㌧
の
天
然

KIC
O
RI

（
キ
コ
リ
）」
を
建

設
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
方

の
働
く
機
会
を
提
供
す
る
た

め
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
福
祉
施

設
の
開
所
は
来
年
４
月
上
旬

を
予
定
し
て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
開
業
は
来
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
内
堀
さ
ん
は
、
イ
タ

リ
ア
料
理
と
ワ
イ
ン
な
ど
の
お

酒
を
楽
し
め
る
イ
タ
リ
ア
ン
バ

ル
を
建
設
し
ま
す
。
席
数
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
10
席
、
テ
ー
ブ
ル

16
席
の
計
26
席
で
、
開
業
は
来

年
３
月
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

雪
を
使
用
し
た
「
雪
の
広
場
」

と
「
雪
の
滑
り
台
」
を
特
設
し

た
ほ
か
、
特
産
品
の
販
売
や
観

光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
も
設
置
し
、
約

３
０
０
０
人
も
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
子
ど
も
が

と
て
も
喜
び
、
よ
い
思
い
出
に

な
っ
た
」「
子
ど
も
に
自
然
な

形
で
雪
を
教
え
ら
れ
る
の
で
素

敵
な
取
り
組
み
だ
と
思
っ
た
」

な
ど
嬉
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

２
０
２
６
新
作
灯
篭
展
示
会
を
開
催

雪
と
寺
の
町
シ
ン
ボ
ル
広
場
が
幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
る

　
９
月
19
日
、
雪
と
寺
の
町
シ

ン
ボ
ル
広
場
（
旧
飯
山
駅
前
）

で
「
２
０
２
６
新
作
灯
篭
展
示

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
台
風
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
「
第
20
回
い
い
や
ま
灯

篭
ま
つ
り
」
で
展
示
予
定
だ
っ

た
、
新
作
の
灯
篭
を
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
お
よ

二次元コードで
ホームページを
チェック！

試験名称
（採用予定人数） 受験資格 受付

期間
１次試験日
（会場）

上級行政
（若干名）

平成9年（1997年）4月2日から平成17年（2005年）4月1日までに生まれた方で、
大学を卒業された方または大学卒業見込みの方

10
月
１
日
㈭
〜
10
月
30
日
㈮
（
郵
送
は
10
月
26
日
㈪
消
印
有
効
）

11月15日（日）
（市役所）

上級土木
（若干名）

・平成9年（1997年）4月2日から平成17年（2005年）4月1日までに生まれた方で、
大学を卒業された方または大学卒業見込みの方
・平成17年（2005年）4月2日以降生まれの方で、高等専門学校・短期大学を卒業され
た方および令和9年（2027年）3月までに高等専門学校・短期大学を卒業する見込みの方
※上記の受験資格のいずれかを満たす方

社会人経験者
【行政】
（若干名）

・昭和61年（1986年）4月2日から平成12年（2000年）4月1日までに生まれた方で、
高校以上を卒業された方
・令和8年（2026年）4月1日現在で、国、地方公共団体、民間企業等の職務経験が３年
以上ある方
※上記の受験資格の両方を満たす方

社会人経験者
【土木】
（若干名）

・昭和61年（1986年）4月2日から平成12年（2000年）4月1日までに生まれた方で、
高校以上を卒業された方
・令和8年（2026年）4月1日現在で、国、地方公共団体、民間企業等において、土木関
係の設計・積算・施工監理等に関する職務経験が３年以上ある方
※上記の受験資格の両方を満たす方

飯山のニュース
お知らせ Pickup ⤴
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９
月
23
日
か
ら
26
日
に
か

け
て
、
愛
知
県
み
よ
し
市
の
三

好
池
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催
さ

れ
た
「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大

会
」
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

に
、
長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
専
門
員

で
あ
り
、
飯
山
市
に
住
所
を
置

く
酒
井
悠
弦
（
ゆ
い
と
）
選
手

と
、
細
見
茉
弥
（
ま
や
）
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

酒
井
選
手
は
、
男
子
カ

ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
（
４
人
乗
り
）

５
０
０
㍍
に
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
し
、
見
事

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
細
見
選
手
は
、
女
子
カ
ヤ
ッ

ク
ペ
ア
（
２
人
乗
り
）
５
０
０

㍍
と
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

５
０
０
㍍
の
２
種
目
に
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
。

カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
は
、
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
途
中
棄
権
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
カ
ヤ
ッ

ク
フ
ォ
ア
で
は
、
５
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
８
年
に
開
催
さ
れ
る

「
信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
」
に

向
け
て
、
飯
山
市
か
ら
世
界
へ

挑
戦
す
る
両
選
手
の
さ
ら
な
る

飛
躍
に
期
待
し
、
引
き
続
き
温

か
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

地域住民と消防団で実施した倒壊家屋救助訓練

　
９
月
27
日
、
常
盤
地
区
で
飯

山
市
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
防
災
体
制
の
強

化
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目

的
と
し
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

旧
常
盤
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
た
避
難
所
開
設
訓
練
で

は
、
地
域
住
民
、
消
防
団
員
、

市
職
員
が
協
力
し
、
テ
ン
ト
や

簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
、
実
際
に
避

難
所
に
必
要
な
資
機
材
の
準
備

手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
訓
練
と
し
て
、
校

内
で
は
集
団
救
急
・
救
護
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
屋
外
で

は
倒
壊
家
屋
救
助
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
防
災

教
育
事
業
指
導
者
の
堀
込
明

紀
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
も
開
催

さ
れ
、
過
去
の
大
震
災
に
お
け

る
避
難
状
況
や
、
避
難
所
開
設

時
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

常
盤
地
区
で
飯
山
市
防
災
訓
練
を
実
施

防
災
体
制
強
化
と
地
域
防
災
力
向
上
を
目
指
し
て

参加者全員でふるさとの合唱

　
９
月
20
日
、
東
京
・
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
ふ
る
さ
と

飯
山
会
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
飯
山
会
は
、
飯
山

市
の
応
援
団
と
し
て
、
飯
山
出

身
者
や
飯
山
を
愛
す
る
方
々
が

毎
年
集
い
、
交
流
を
深
め
て
い

る
会
で
す
。

　
当
日
は
、
飯
山
の
た
け
の
こ

汁
や
そ
ば
、
フ
ル
ー
ツ
な
ど
ふ

る
さ
と
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
会
場
で

は
農
産
物
の
販
売
を
は
じ
め
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
「
い
い
や
ま

雪
ま
つ
り
」
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
全
員
で
「
ふ

る
さ
と
」
や
「
信
濃
の
国
」
を

合
唱
し
、
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ

て
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
や
近

況
を
語
り
合
い
、
飯
山
へ
の
思

い
を
新
た
に
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
飯
山
会
交
流
会
を
開
催

い
い
や
ま
駅
ま
つ
り
を
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
で
開
催

〜
鉄
フ
ェ
スw

ith 

信
越
自
然
郷
〜

　
９
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
で

「
い
い
や
ま
駅
ま
つ
り
〜
鉄
フ
ェ

スw
ith 

信
越
自
然
郷
〜
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
飯
山
駅
構
内
を

巡
る
飯
山
駅
探
検
隊
や
、
ミ
ニ

あ
ず
さ
の
運
行
、
伝
統
工
芸
体

験
、
は
た
ら
く
車
へ
の
乗
車
体

験
の
ほ
か
、
城
北
小
学
校
鼓
笛

隊
の
演
奏
や
、
飯
山
高
校
軽
音

楽
部
な
ど
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
行
わ
れ
、
地
元
の
児
童・

生
徒
た
ち
が
駅
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
前
広
場
で
は
、
市

内
外
の
飲
食
店
が
集
ま
り
お
い

し
い
食
べ
物
が
味
わ
え
る
駅
前

マ
ル
シ
ェ
「PA

RKS.

（
パ
ー

ク
ス
）」
が
飯
山
駅
前
の
広
場

で
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
観
光
交

流
都
市
で
あ
る
富
山
市
の
ブ
ー

ス
出
展
、
鉄
道
車
両
部
品
や
鉄

道
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
あ
り
、
周

辺
地
域
か
ら
も
多
く
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅

千
曲
川
口
広
場
で
「
い
い
や
ま

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
『
ゆ
き
ん
こ

号
』」
の
本
格
運
行
を
記
念
す

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年

度
）
に
実
証
実
験
を
経
て
運
行

が
決
定
し
た
本
事
業
は
、
同
じ

方
向
・
時
間
帯
の
予
約
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
相
乗
り
に
よ
り
効

率
的
に
運
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保

や
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
タ
ク
シ
ー
運
行
会

社
で
あ
る
長
電
バ
ス
㈱
、
長
野

交
通
㈱
、
の
ざ
わ
温
泉
交
通
㈱

や
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
管
理
会

社
で
あ
る
㈱N

earM
e

（
ニ
ア

ミ
ー
）
な
ど
の
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
本

格
運
行
を
祝
い
ま
し
た
。

い
い
や
ま
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
『
ゆ
き
ん
こ
号
』
の
本
格
運
行
が
開
始

地
域
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
と
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

多くの人で賑わう駅前マルシェ「PARKS.」

ミニあずさの運行を楽しむ来場者飯山高校軽音楽部によるパフォーマンス

実際に運行する「ゆきんこ号」のマークをつけたタクシー

ア
ジ
ア
大
会
で
飯
山
市
の
選
手
が
活
躍

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

男子カヤックフォアで銅メダルを獲得した酒井選手（左）

女子カヤック・ペアとフォアに出場した細見選手（左）

い
い
や
ま
脱
炭
素
フ
ェ
ア
２
０
２
６
を
開
催

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て

各種展示や企画で賑わう会場内
　

10
月
４
日
、
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
「
い
い
や

ま
脱
炭
素
フ
ェ
ア
２
０
２
６
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
０
５
０ 

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
、
身
近
な
地
球
温

暖
化
対
策
と
防
災
・
減
災
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
省
エ
ネ
・
断
熱
や

耐
震
な
ど
住
宅
に
関
す
る
悩

み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
住
宅
よ

ろ
ず
相
談
」
の
ほ
か
、
太
陽
光

発
電
・
住
宅
断
熱
・
省
エ
ネ
機

器
・
電
気
自
動
車
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
・

蓄
・
省
を
楽
し
く
学
べ
る
ラ
ン

タ
ン
づ
く
り
や
、
親
子
木
工
教

室
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
企
画

に
加
え
、
建
設
機
械
を
使
っ
た

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
会

場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

飯山のニュース
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【歳　入】
◦市税
市民税、固定資産税、軽自動車税、
たばこ税など
◦諸収入
他の収入科目に含まれない収入をま
とめたもの。延滞金、預金利子、宝く
じ収益金など
◦分担金・負担金
分担金は、市の事業により特に利益
を受ける者から、その受益の限度に
おいて徴収されるもの。負担金は、
地方公共団体が、他の市や住民に課
するもので健康診断受診者負担金が
代表的なもの
◦地方交付税
どの市町村でも一定の行政サービスを
行えるように、国から交付されるお金
◦市債
市が建設事業などの財源とするため
の長期の借入金で、償還が一会計年
度を超えるもの
◦国庫支出金
市が行う事業に対し、必要性に応じ
て国から交付されるお金
◦地方譲与税
国税として徴収した税の一部または
全部を一定の基準に従って譲与され
るお金
◦各種交付金
地方消費税、自動車取得税などを財
源とした交付金

決算報告
令和 7 年度 普通会計・特別会計 決算報告

令和7年度（2025年）の普通会計の決算額は、

歳入（収入）193億343万円
歳出（支出）182億6,776万円
となりました。（１万円未満四捨五入により端数処理）

用 語 解 説

【歳　出】
■義務的経費
支出が義務付けられている経費。人
件費・扶助費・公債費などのお金
■投資的経費
道路や学校の建設など、社会資本整
備に要するお金
◦扶助費
高齢者や児童、障がい者などへの支
援に要するお金
◦公債費
市の借入金の返済にかかるお金
◦物件費
市の事業に必要な消耗品や備品、委
託料などに要するお金
◦繰出金
特別会計の事務事業を補助するため、
一般会計から特別会計に支出するお金

　

少
雪
に
伴
う
除
排
雪
経
費

の
減
に
よ
る
維
持
補
修
費
の

減（
約
２
億
２
４
１
４
万
円
）、
臨

時
財
政
対
策
債
等
の
償
還
金

の
減
に
よ
る
公
債
費
の
減（
約

１
億
２
５
７
２
万
円
）が
あ
っ
た
も

の
の
、エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
の
大
規

模
改
修
に
伴
う
補
助
費
等
の
増

（
約
５
億
２
５
５
５
万
円
）、情
報

シ
ス
テ
ム
標
準
化
経
費
等
の
物

件
費
の
増（
約
４
億
５
１
１
０
万

円
）、財
政
調
整
基
金
お
よ
び
減

債
基
金
等
へ
の
積
立
金
の
増（
約

２
億
３
８
０
１
万
円
）
な
ど
に
よ

り
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
は
前
年
度
比

11
億
９
６
０
６
万
円
増
加

　

国
・
県
支
出
金
の
減（
約

４
億
９
０
０
０
万
円
）、財
政
調
整

基
金
や
愛
す
る
飯
山
ふ
る
さ

と
基
金
等
の
繰
入
金
の
減（
約

３
億
４
０
０
０
万
円
）
が
あ
っ
た

も
の
の
、
新
た
な
小
学
校
づ
く

り
事
業
や
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川

の
大
規
模
改
修
等
に
伴
う
市

債
の
増
（
約
13
億
１
０
０
０
万

円
）、
地
方
交
付
税
の
増（
約

１
億
７
０
０
０
万
円
）、市
民
税

お
よ
び
固
定
資
産
税
の
増（
約

９
０
０
０
万
円
）な
ど
に
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。

歳
入
は
前
年
度
比

10
億
２
６
７
９
万
円
増
加

令和 7年度（2025年度） 普通会計・特別会計

税　目 決算額 構成比 増減率
固 定 資 産 税 12億 8,923 万円 49.6％ 1.5％⇧
市 　 民 　 税 9億 6,645 万円 37.2％ 7.7％⇧
市 た ば こ 税 1億 5,762 万円 6.1％ 0.8％⬇

税　目 決算額 構成比 増減率
軽 自 動 車 税 1億　960万円 4.2％ 3.4％⇧
都 市 計 画 税 6,435 万円 2.5％ 0.3％⇧
入 　 湯 　 税 1,008 万円 0.4％ 21.3％⇧

市税の内訳

182億 6,776万円 193億 343万円

普通会計歳入普通会計歳出

義務的経費
（33.2％）

投資的経費
（17.1％）

その他経費
（49.7％）

26億9,735万円
5.8％↑15億4,282万円
6.4％⇧人件費（14.8％）

うち職員給（8.4％）

扶助費（9.0％） 16億3,901万円 6.2％⇧

31億　811万円 3.7％⇧普通建設事業費
（17.0％）

公債費（9.4％） 17億1,756万円 6.8％⬇

31億7,051万円 19.9％⇧補助費等（17.4％）

25億1,967万円 21.8％⇧物件費（13.8％）

9億8,755万円 1.8％⬇繰出金（5.4％）

13億1,203万円 14.8％⬇維持補修費など（7.1％）

1,941万円 44.9％⬇
災害復旧事業費（0.1％）

  7億9,546万円 12.8％⇧

  7億5,746万円 8.9％⇧
  8億7,279万円 2.8％⬇

自主財源
（33.9％）

諸収入（4.1％）

64億9,900万円 2.8％⇧地方交付税（33.7％）

市債（14.9％） 28億8,370万円 84.1％⇧

17億5,640万円 24.0％⬇国庫支出金（9.1％）

県支出金（3.9％）

31億4,129万円 4.0％⬇

分担金・負担金・
寄附金・繰入金

など（16.3％）

依存財源
（66.1％）

（前年比）（前年比）

地方譲与税等（4.5％）

25億9,733万円 3.7％⇧市税（13.5％）

市債残高

　市債は、大きな事業をするた
めに借り入れるお金のことで、
多世代で利用する社会資本を公
平に負担する役割も担っていま
す。令和７年度は合計で28億
8,370 万円の借入を行い、利子
4,719 万円を含む17 億 1,756
万円を償還しました。

市債残高126億5,913万円　前年度比12億1,333万円の増

基金残高

　主な取り崩しは、ふるさと寄附
金寄附者の意向に添う46事業へ
充当するための愛する飯山ふるさ
と基金の取り崩しが 3億 3,620
万円、財政調整基金および減債
基金の取り崩しがそれぞれ3億円
などです。一方で、財政調整基
金に４億8,492万円、減債基金
に3億178万円、愛する飯山ふ
るさと基金に2億6,951万円など、
計10億9,656万円の基金積立を
行いました。

基金残高は57億1,109万円　前年度比1億1,155万円の増

特別会計名 歳　入 歳　出 差引残額
国民健康保険 22億 2,527万円 22億　632万円 1,895万円
簡易水道 5,488万円 5,158万円 330万円
介護保険 29 億 3,147万円 27億 6,730万円 1億 6,417万円
後期高齢者医療 3億 5,142万円 3億5,138万円 4万円
駐車場事業 6,720万円 6,536万円 184万円

特別会計
普通会計以外の特別会計についても全会計において黒字決算を計上
※いずれも普通会計に算入していないもの

企業会計名 歳　入 歳　出 差引残額

水道事業会計
収益的収支 6億2,104万円 7億5,533万円 △1億3,429万円
資本的収支 3,405万円 2億 6,766万円 △ 2億3,361万円

下水道事業会計
収益的収支 13億1,026万円 13億　982万円 44万円
資本的収支 5億1,358万円 9億　　28万円 △ 3億8,670万円

企業会計
独自収入でその経費をまかなう独立採算を原則とする会計

10億9,656万円 27.7％⇧積立金（6.0％）

114 億

133億
122億 116 億

126億
5,913万円129億

（年度）R3 R4 R5 R6R2 R7

62億55億 61億 61億 56億
57億
1,109万円

（年度）R2 R3 R4 R5 R6 R7
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教　育　費 30億 1,715万円【8.1％⇧】
○新たな小学校づくり事業 （17億 5,606 万円）
○飯山市公民館等管理事業 （7,758 万円）
○スクールバス運行・整備事業 （7,688 万円）
○小学校管理事業 （7,176 万円）
○学校給食費負担軽減事業 （5,452 万円）
○第 82回国民スポーツ大会開催事業 （4,459 万円）
○小中学校ＩＣＴ教育推進事業 （3,902 万円）
○中学校管理事業 （3,240 万円）
○英語教育推進事業 （2,299 万円）

健全化判断比率
と資金不足比率

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、飯山市の健全化判断比率
（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指標の総称）
と、公営企業の資金不足比率を公表します。

用
語
解
説

■
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

（
標
準
税
収
入
額
等
に
普
通
交
付

税
等
を
加
算
し
た
額
）
に
対
す

る
比
率
で
す
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率

地
方
公
共
団
体
の
収
入
に
対
す

る
借
金
返
済
額
の
比
率
を
示
す

も
の
で
、
普
通
会
計
の
公
債
費

に
下
水
道
事
業
会
計
や
水
道
事

業
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
（
公

債
費
相
当
）
と
岳
北
広
域
等
へ

の
分
担
金
（
公
債
費
相
当
）
を

加
算
し
、
財
政
負
担
の
度
合
い

を
判
断
す
る
も
の
で
す
。
18
％

を
超
え
る
と
地
方
債
発
行
に
つ

い
て
国
や
県
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
将
来
負
担
比
率

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
な

ど
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将

来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
負
担
な
ど
の
残
高
を
現
時
点

で
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示

す
比
率
で
す
。
３
５
０
％
を
超

え
る
と
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

令和 7 年度 普通会計・特別会計 決算報告令和 7 年度 普通会計・特別会計 決算報告

　令和7年度の「実質公債費比率 10.3％」は、国の定める基準を下回っており健全な状態で、将来負担比率は、
将来負担額を充当可能財源等が上回ったため数値なしとなっています。また、すべての公営企業会計で資金不
足はなく健全な状態です。

主な使い道
特徴的な事業（１万円未満四捨五入）【　】昨年比

【資金不足比率】
　公営企業会計の決算において、資金不足がないため「－」で表示してい
ます。「資金不足比率」は各公営企業の資金不足額が、事業規模に対して
どの程度あるかを示す数値で、基準値を超えると「経営健全化計画」を定
める必要があります。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業 ー

20％下水道事業 ー

簡易水道 ー

▼将来負担比率の推移

↑350％（第１段階　早期健全化団体）

↓健全な財政運営

数値なし

（年度）R2 R3 R4 R5 R6

指　　標 令和6年度 令和7年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― ― 13.57％ 20.00％
連結実質赤字比率 ― ― 18.57％ 30.00％
実質公債費比率 11.6％ 10.3％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 ― ― 350.0％

【健全化判断比率】
実質赤字比率、連結実質赤字比率
　実質赤字額がないため（黒字のため）「－」で表示しています。
実質公債費比率、将来負担比率
　実質公債費比率は、前年度より 1.3％下降、将来負担比率は、将来負担
額を充当可能財源等が上回ったため「数値なし」となっています。今後も
行財政改革などに取り組み、健全な財政運営を行ってまいります。

▼実質公債費比率の推移

（年度）R2 R3 R4 R5 R6

11.8% 11.7% 11.6%12.0%

↑25.0％（第１段階　早期健全化団体）

↑35.0％（第２段階　財政再生団体）

↓健全な財政運営

11.7%
10.3%土木費

14.7％

公債費
9.4％

教育費
16.5％

衛生費
7.8％

商工費 4.7％
消防・災害復旧費 3.5％農林水産業費4.2％
議会費・労働費 0.8％

歳出合計
182億6,776万円
R6年度比 7.0%⇧ 総務費

18.0％

民生費
20.4％

民　生　費 37億 2,017万円【4.1％⇧】
○介護・訓練等給付事業 （5億 7,016 万円）
○保育所運営事業 （2億　238万円）
○物価高騰対応給付金給付事業 （1億 6,314 万円）
○医療給付事業 （1億 3,812 万円）
○子ども館・児童クラブ等運営事業 （7,005 万円）
○物価高対応子育て応援手当支給事業 （4,293 万円）
○高齢者等玄関先除雪支援事業 （849万円）

総　務　費 32億 9,414万円【17.4％⇧】
○ふるさと寄附金推進事業 （5億 1,043 万円）
○公共交通運行事業 （1億 6,569 万円）
○ＤＸシステム整備事業 （1億　675万円）
○地域おこし協力隊事業 （8,302 万円）
○飯山市市民生活応援券発行事業 （6,906 万円）
○持続可能な集落活動事業 （2,659 万円）
○区長行政事務委託事業 （1,815 万円）
○衆議院議員総選挙執行事業 （1,635 万円）
○参議院議員通常選挙執行事業 （1,203 万円）
○国勢調査 （1,020 万円）
○物価高騰対応個人住民税定額減税対応事業 （172万円）

土　木　費 26億 8,881万円【1.1％⬇】
○除雪対策費・除雪機械整備 （8億 1,059 万円）
○市営住宅整備事業 （2億 4,353 万円）
○新統合小学校周辺道路環境整備事業 （1億 6,619 万円）
○防災対策整備事業 （1億　814万円）
○市道舗装修繕事業 （8,000 万円）
○飯山城址整備事業 （2,678 万円）
○移住支援・定住支援事業 （2,779 万円）
○危険空家対策事業 （1,491 万円）

商　工　費 8億 6,389万円【2.3％⇧】
○中小企業資金預託信用保証事業 （3億 1,030 万円）
○観光施設指定管理事業 （1億 2,691 万円）
○誘客宣伝観光振興事業 （3,572 万円）
○観光施設整備事業 （1,814 万円）
○飯山市企業誘致・移住支援事業 （551万円）
○起業支援ネットワーク推進事業 （547万円）
○宿泊施設等整備補助事業 （234万円）

衛　生　費 14億 2,253万円【34.2％⇧】
○岳北広域分担金（衛生関係） （8億 4,346 万円）
○地域中核医療機関支援事業 （1億 1,229 万円）
○予防接種等事業 （8,036 万円）
○資源循環推進事業 （3,870 万円）
○母子保健事業 （3,558 万円）
○カーボンニュートラル推進事業 （2,453 万円）
○健康増進事業 （2,100 万円）
○市民健康診査事業 （2,007 万円）
○医師招聘推進事業 （1,444 万円）

農林水産業費 7億 6,333万円【9.5％⇧】
○県施行農地整備事業 （9,790 万円）
○中山間地域等直接支払い事業 （8,030 万円）
○農村多面的機能支払交付金事業 （7,265 万円）
○森林整備事業 （2,716 万円）
○木島地区湛水防除施設改修事業 （2,475 万円）
○新規就農総合支援事業 （2,125 万円）
○市単土地改良事業 （1,909 万円）
○鳥獣対策事業 （1,226 万円）

消防・災害復旧費 6億3,371万円【6.7％⇧】
○防災・減災対策事業 （8,226 万円）
○非常備消防運営事業 （7,590 万円）
○消防防災施設整備事業 （4,592 万円）
○雪かき支援事業 （2,151 万円）
○災害対策事業 （2,903 万円）
○災害復旧事業（農業関係） （1,753 万円）
○災害復旧事業（土木関係） （141万円）

R7

R7
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■ 募集概要
・運行期間 令和8年（2026年）12月11日（金）
 ～令和9年（2027年）2月28日（日）【予定】
・運行地域 飯山市、中野市、山ノ内町、信濃町、飯

綱町、木島平村、野沢温泉村、栄村、
妙高市
※出発地または目的地のいずれかが飯
山市内である必要があります。

・配車アプリ Uber（ウーバー）
■ 給与形態
歩合制（タクシー運賃の50%相当を予定）

■ 勤務形態
本募集は雇用契約ではなく、個人事
業主として運行管理業者と業務委
託契約を締結する形態となります。

■ 応募方法
ご関心のある方は、二次元コードの、
登録フォームに必要事項をご入力の
上、送信してください。

■入園の要件について
保育園の入園には、以下の要件をすべて満たす必
要があります。
・保護者および児童が飯山市に住民票を有してい
ること。

・児童が満 1歳（めぐみ保育園は満 6か月）に到
達していること。

・保護者が「保育を必要とする事由」に該当し、
保育の必要性の認定を受けていること。

【保育を必要とする事由（例）】
① 就労・就学
② 妊娠・出産・育児
③ 病気や障がい、親族の介護など
■幼稚園の入園申し込みについて
幼稚園は保育の必要性を問わず利用できます。
幼稚園への入園申し込みについては、直接幼稚園
へお問い合わせください。
飯山中央幼稚園　℡ 0269-62-2679
■保育料・給食費に関するお知らせ
飯山市では、保護者の負担軽減を目的に、保育料
や給食費に関する支援を行っています。3歳以上の
園児については、国の制度に基づき保育料が無償
化されています。また、低所得世帯や多子世帯を対
象にした保育料の減額や免除制度を設けています。
詳しい内容については市ホームページをご確認いた
だくか、子ども育成課へお問い合わせください。
さらに、令和7年度から市内すべ
ての保育園・幼稚園で給食費が完
全無償化されました。園内で炊い
た温かいご飯を全園児に提供して
います。（主食がパン等の日もあり
ます）

■書類配布　10月13日（火）
■受付期間　10月13日（火）から11月4日（水）まで
■書類配布・受付　市内保育園、市役所子ども育成課

　来年 4月から新たに保育園への入園を希望されるお子
さんの申し込み受付を開始します。また、来年度途中の
入園や、現在通園中の保育園から転園を希望される方も
受付期間内にお申し込みください。
　なお、在園児の人数等の状況により、受け入れ人数に
制限が生じる場合があります。その際はご希望に添えな
い場合もございますので、あらかじめご了承ください。

■利用可能時間
7：30～19：00（めぐみ保育園7：00～19：30）
※利用できる時間（保育の必要量）は認定区分により異
なります。

【 市内の保育園一覧 】

保育園名 定員 土曜 休日 連絡先

しろやま保育園 90 ○ ○ 0269-62-5595

木島保育園 100 △ × 0269-62-5888

秋津保育園 70 △ × 0269-62-0476

いずみだい保育園 70 △ × 0269-62-5889

常盤保育園 80 △ × 0269-62-5804

瑞穂保育園 60 △ × 0269-65-2515

とがり保育園 100 ○ △ 0269-65-4250

めぐみ保育園（私） 110 ○ × 0269-62-2129

※「○」実施、　「△」要相談、「 × 」実施なし

保育園入園申し込みのご案内
子ども育成課 子育て支援係 ℡ 0269-67-0741

二次元コードで
ホームページを
チェック！

お申し込みは
こちら
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し
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実
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℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
0整備した祭礼備品（獅子頭、鈴）

企画財政課 公共交通係 ℡ 0269-67-0722

　飯山市では、冬季に増加するインバウンド需要に対応可能なタクシー車両台数を確保するため、飯山駅を中心に広
域的な運行が可能な「いいやまライドシェア」の本格運行をスタートします。これに伴い、ドライバーとして一緒に働い
てくださる方を募集しています！

いいやまライドシェアのドライバーを募集します

■ 募集概要

項目 内容

免許

普通自動車1種または2種運転免許
をお持ちの方
※普通免許取得後 2年以上経過し、
過去 2年以内に免許停止処分が
ない方

年齢 満 21歳以上 70歳未満の方
【令和８年（2026年）４月１日時点】

車両・装備
自家用車（定員 4人以上）を持ち込
める方、およびスタッドレスタイヤ
を装着いただける方

その他

・関係法令を遵守し、安全運転に努
められる方
・お客様に寄り添った丁寧な接客が
できる方（言葉遣い・態度など）

広
告
コ
ー
ナ
ー

　　

■規格等
紙面の下段　１色刷り（白黒）１枠当たり縦46ｍｍ、横86ｍ
（2枠一括掲載も可能）掲載期間は１月単位とし、最長６月
■広告料
１枠当たり月額5,500円（税込）同一内容で６月引き続いて
掲載する場合は、１枠当たり27,500円（税込）
■お問い合わせ　事業戦略課　℡0269-67-0724

広報誌への広告掲載を募集しています広
告
コ
ー
ナ
ー

Informationお知らせ
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■
開
催
日
時
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月
28
日
㈯

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

飯
山
市
公
民
館　
１
０
１
教
室

■
お
申
し
込
み

事
前
予
約
が
必
要
で
す
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次
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
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建
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取
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た
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い

　　
建
物
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固
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ま
す
。
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月
末
ま
で
に
新
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増

築
、
ま
た
は
取
り
壊
し
を
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う
方

は
市
役
所
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
建
物
を
取
り
壊

し
た
場
合
、
翌
年
度
か
ら
取
り
壊

し
た
建
物
分
の
固
定
資
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税
は
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税
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な
く
な
り
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が
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取
り
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合
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年
以
降
も
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

税
務
課 

資
産
税
係

℡
０
２
６
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６
７-

０
７
２
３

飯
山
市
障
が
い
福
祉
計
画
・

障
が
い
児
福
祉
計
画
策
定
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　　
本
年
度
、
令
和
５
年
度
策
定
の

第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
３

期
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
新
た
に
策
定
す
る
計
画

は
、
今
後
３
年
間
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
方
針
や
目
標
等
を
定

め
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員

　
２
名

■
任
期

　
委
嘱
日
か
ら
計
画
策
定
ま
で

　
（
11
月
〜
翌
年
３
月
末
）

■
報
酬

　
日
額
５
７
０
０
円

■
応
募
資
格

次
の
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
要
件
に

該
当
す
る
方

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
７

第
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【
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■
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催
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11
月
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日
㈪
か
ら
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月
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日
㈯

ま
で

■
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場

飯
山
市
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県
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家
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も
・
子
育

て
支
援
施
策
の
総
合
的
な
推
進

を
図
る
た
め
、「
飯
山
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
の
公
募
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
、
支
援
事
業
計
画

の
策
定
や
変
更
、
進
捗
状
況
の
点

検
・
評
価
な
ど
を
調
査
・
審
議
す

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
次
の
と
お
り

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

３
名

■
任
期

委
嘱
日
か
ら
２
年
（
令
和
10
年

（
２
０
２
８
年
）
11
月
30
日
㈭
ま
で
）

■
応
募
資
格

次
の
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
要
件
に

該
当
す
る
方

⑴
飯
山
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
方

⑵
飯
山
市
の
他
の
審
議
会
等
の
公

募
委
員
で
な
い
方

⑶
飯
山
市
の
職
員
お
よ
び
議
員
で

な
い
方

⑷
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
応
募
方
法

応
募
届
の
提
出
（
応
募
届
は
、
子

ど
も
育
成
課
こ
ど
も
家
庭
係
で
配

子
ど
も
育
成
課 

こ
ど
も
家
庭
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
４
２

布
し
て
い
る
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

■
締
め
切
り

　
11
月
11
日
㈬
ま
で

二次元コードで
ホームページを
チェック！

二次元コードで
ホームページを
チェック！

二次元コードで
ホームページを
チェック！

⑴
飯
山
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
方

⑵
飯
山
市
の
他
の
審
議
会
等
の
公

募
委
員
で
な
い
方

⑶
飯
山
市
の
職
員
お
よ
び
議
員
で

な
い
方

⑷
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
応
募
方
法

応
募
届
の
提
出
（
応
募
届
は
、
保

健
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

■
締
め
切
り

　
11
月
５
日
㈭
ま
で

山
市
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
の
研

究
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

11
月
21
日
㈯

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
会
場

飯
山
市
公
民
館　
講
堂

■
講
演

・
演
題

「
部
落
差
別
の
現
状
と
課
題
」

・
講
師

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部

書
記
長　
赤
井　
隆
史
さ
ん

「
高
齢
者
向
け
体
験
型
交
通
安

全
教
室
」
を
実
施
し
ま
す

　　　

近
年
、
高
齢
者
が
関
係
す
る

交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
故
を
防
止
し
、
安
全
に
外

出
で
き
る
よ
う
、「
高
齢
者
向
け

体
験
型
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
運
転
能

力
や
判
断
力
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時

11
月
10
日
㈫
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
（
受
付
：
午
前
９

時
か
ら
午
前
９
時
20
分
ま
で
）

■
会
場

長
野
県
北
信
合
同
庁
舎
４
階
講

堂
（
中
野
市
大
字
壁
田
９
５
５
）

■
対
象
・
定
員

65
歳
以
上
の
方
、
若
干
名
（
先

着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

■
参
加
費

無
料

■
募
集
期
間

10
月
19
日
㈪
か
ら
11
月
２
日
㈪

ま
で

※
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
は
長
野

県
北
信
地
域
振
興
局
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

北
信
地
域
振
興
局総

務
管
理
課

℡ 

０
２
６
９-

２
３-

０
２
１
４

巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
「
家

族
や
警
察
官
を
名
乗
る
不
審

電
話
」
に
注
意

　　　

長
野
県
内
で
は
、
家
族
や
警

察
官
な
ど
を
装
っ
て
お
金
を
だ

ま
し
取
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
電

話
で
お
金
詐
欺
）」
の
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度

（
２
０
２
５
年
度
）
の
県
内
認
知

件
数
は
１
３
５
件
、
被
害
額
は
約

13
億
２
８
９
０
万
円
に
上
り
、
前

年
か
ら
約
６
億
８
０
０
０
万
円
も

増
加
す
る
な
ど
危
機
的
状
況
で

す
。

　
中
で
も
現
在
急
増
し
て
い
る
の

が「
ニ
セ
警
察
官
詐
欺
」で
す
。「
逮

捕
状
が
出
て
い
る
」「
違
法
薬
物
の

荷
物
が
見
つ
か
っ
た
」
な
ど
と
不

安
を
あ
お
る
言
葉
か
ら
始
ま
り
、

金
銭
を
要
求
し
て
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
犯
人
は
「
守
秘
義
務
が
あ
る
」

「
他
の
警
察
官
に
も
話
す
な
」
と

巧
妙
に
心
理
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

か
け
、
誰
に
も
相
談
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
も
し
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
際

は
、
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
警
察
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

ア
プ
リ
で
連
絡
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

長
野
県
飯
山
警
察
署

生
活
安
全
係

℡ 

０
２
６
９-

６
２-

０
１
１
０

②
警
察
手
帳
や
逮
捕
状
の
画
像
・

動
画
を
送
信
・
提
示
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

③
逮
捕
を
免
れ
る
た
め
に
金
銭
の

支
払
い
・
振
込
を
指
示
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

④
「
＋
」
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話

番
号
で
電
話
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

　
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
に
す
ぐ
に
電
話
を

切
り
、
家
族
や
飯
山
警
察
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

警
察
庁
推
奨
ア
プ
リ
（
詐
欺
対
策

ア
プ
リ
等
）
の
導
入
も
、
不
審
電

話
を
防
ぐ
上
で
非
常
に
効
果
的
で

す
。
特
殊
詐
欺
は
誰
も
が
被
害
に

遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
切

な
ご
自
身
と
ご
家
族
の
財
産
を
守

る
た
め
、
地
域
全
体
で
警
戒
を
強

め
ま
し
ょ
う
。

警
察
庁
推
奨
ア
プ
リ

詐欺対策

詐欺バスター
Lite

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
不
審
電
話

対
策
と
し
て
、iPhone

（
ア
イ
フ
ォ

ン
）
の
方
は
「
詐
欺
対
策
」「
詐
欺

バ
ス
タ
ーLite

（
ラ
イ
ト
）」
の
２

つ
、Android

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）

の
方
は
「
詐
欺
対
策
」
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
効
果
的
で
す
。

　人生１００年時代、ちょっとした心がけで、からだも心もいきいきと暮らすにはどうしたらよいのか考えてみま
せんか。年齢は問わず、どなたでもご参加いただけます。

70歳からの元気はつらつ講演会を開催します
地域包括支援センター ℡ 0269-67-0728

■日時 11月18日（水）午後 1時 30分から午後 3時 30分まで
■会場 飯山市文化交流館なちゅら 小ホール
■内容 ○第１部 講演会

　「食べる力は、生きる力」
　～フレイルを防いで、からだも心も脳もいきいきと～

　講師：飯山赤十字病院　院長　小山 茂 先生
 ○第２部 寸劇 
 　「知ってる？そんな制度があったのか！」
 　講師：北信地域障がい福祉自立支援協議会

権利擁護部会のみなさん

Informationお知らせ

1819 市報いいやま / 26.10



戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
お
知
ら
せ

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
要

件
に
該
当
す
る
方
へ
特
別
弔
慰

金
（
第
12
回
特
別
弔
慰
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
特
別
弔
慰
金

　
額
面
27
万
５
０
０
０
円

■
請
求
期
間

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年

（
２
０
２
８
年
）
３
月
31
日

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
７

心
の
不
安
、
話
し
て
み
ま
せ

ん
か 

飯
山
市
こ
こ
ろ
Ｈ
Ｏ
Ｔ

（
ほ
っ
と
）
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
心
の

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
、
関

係
者
の
み
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

11
月
30
日
㈪

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
７

　

■医療費助成（福祉医療費特別給付金制度）
上記の①～⑤に該当する方は、医療費の助成（福祉医
療費特別給付金制度）を受けられる場合があります。
※なお④に該当の方、手帳等は所持していないが⑤に
該当する方は、後期高齢者医療制度に加入すること
が福祉医療助成の要件となります。このほか、所得
要件等があります。

■対象となる方
①療育手帳A1・A2の方
②精神障害者保健福祉手帳 1級、2級の方
③身体障害者手帳 1級、2級、3級の方
④身体障害者手帳4級で、次のいずれかに該当する方
・音声機能、言語能力またはそしゃく機能の著しい障がい
・両下肢すべての指を欠くもの
・左右どちらか一方の下肢を下腿の 2分の 1以上欠くもの
・左右どちらか一方の下肢機能の著しい障がい
⑤障害（基礎・厚生）年金1級、2級を受給している方
※上記①から④に該当する方へ65歳到達月にご案内をお送り
します（⑤のみ該当する方は、市で確認ができないため案
内をお送りしていません）

※障害認定の対象となるかご不明な場合は、国保年金係まで
お問合せください

65歳から75歳未満で次に該当する方は、障害認定により後期高齢者医療制度に加入することができます。
障がいのある方へ 65歳からの医療保険のご案内

■障害認定により後期高齢者医療制度に加入すると
○医療機関等へかかったときの自己負担割合が変わるこ
とがあります
・一般的な自己負担割合　　　　1割
・所得の多い方の自己負担割合　２割または3割
○保険料の額が変わります
現在加入している保険の種類、所得や世帯の状況等
によっては、今の保険料よりも高額になる場合があり
ます。事前にご相談ください。

■申請について
障害認定による後期高齢者医療制度への加入申請
は任意です。75歳になるまではいつでも申請する
ことができます。
【申請に必要なもの】
障がいの程度がわかるもの（各種障害者手帳・療育手
帳・障害年金証書）、現在お使いの被保険者資格書類
（資格確認書・資格情報のお知らせ）、口座振替で保険
料を納付する場合は通帳および届出印も必要です。
【申請場所】
国保年金係窓口
※障がいの程度や世帯の状況等、さまざまなケー
スがあります。ご不明な点は個別に国保年金係ま
でお問い合わせください。

市民環境課 国保年金係 ℡ 0269-67-0726

■
相
談
内
容

う
つ
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、
医

療
機
関
に
行
け
な
い
、
人
間
関

係
の
悩
み
、
ひ
き
こ
も
り
、
不

登
校
、
子
ど
も
や
思
春
期
の
心

の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ

ン
ブ
ル
な
ど
依
存
問
題
、
大
切

な
人
を
な
く
し
た
つ
ら
さ
な
ど

市民環境課 国保年金係 ℡ 0269-67-0726 ／ 保健福祉課 健康増進係 ℡ 0269-67-0727

特定健診（集団健診・個別健診）をご活用ください
今年の健康診断を受け忘れていませんか？

二次元コードで
ホームページを
チェック！

　国民健康保険に加入されている40歳から74歳までの方は、特定健診を無料で受診すること
ができます。7～ 8月の集団健診を受診できなかった方は、11月に実施される集団健診（二次
特定健診）または通年で受診可能な個別健診をご利用ください。詳しくは飯山市ホームページ
をご覧いただくか、担当課までお問い合わせください。

■健診費用 無料
■健診会場 保健センター
■健診日時 11月6日（金）、16日（月）
■受診方法 ①保健福祉課健康増進係へ電話で申し込み
 ②市から問診票を郵送
 ③ご都合の良い日程で受診

集団健診（二次特定健診） 個別健診

個別健診実施医療機関において、通年無料で受診いた
だけます。
■受診方法 ①市民環境課国保年金係へ電話で申し込み
 ②市から受診券を郵送
 ③実施医療機関へ受診日を予約し受診

■補助金額 日帰りドック：20,000円、一泊二日ドック：25,000円
 節目年齢：30,000円
※後期高齢者医療保険でも、人間ドックの検査費用補助をしています。詳しく
は保健福祉課健康増進係までお問い合わせください。

35歳から74歳までの国民健康保険に加入さ
れている方に、人間ドックの検査費用の一部
を補助しています。詳しくは市民環境課国保
年金係までお問い合わせください。

国民健康保険人間ドック補助金

同一年度内で、集団健診、個別健診、国民健康保険人間ドック補助金、後期高齢者医療保険
人間ドック補助金を重複して受けることはできません。注意

　マイナンバーカードの有効期限には、カード本体の有効期限と、本人であることを電子的に確認する ｢電子証
明書｣ の有効期限の２種類があります。この有効期限を迎えると、マイナ保険証を始めとした機能が利用できな
くなります。

マイナ保険証の有効期限を確認しましょう

項目 18歳以上の方の
有効期限

18歳未満の方の
有効期限

カード本体 カード発行から10
回目の誕生日まで

カード発行から5
回目の誕生日まで

電子証明書 年齢問わず、発行から5回目の誕生日
まで

更新手続きは、市民環境課市民係の窓口で行うこと
ができます。(電子証明書の更新手続きは常盤郵便局
でも可能です。）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

〜
行
政
相
談
に
つ
い
て
〜

　
９
月
お
よ
び
10
月
は
行
政
相
談

月
間
で
す
。
行
政
相
談
と
は
、
行

政
相
談
委
員
が
公
平
中
立
の
立
場

で
皆
さ
ま
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
受
け

付
け
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
問

題
解
決
や
要
望
の
実
現
を
目
指
す

制
度
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
、
法
律
な
ど
の
相

談
窓
口
で
あ
る
「
総
合
相
談
」
で

も
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
各
種
窓
口
（
46
㌻
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
戦
略
課 

秘
書
係　

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
４
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【
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
】

■
概
要

自
衛
隊
の
中
核
と
な
る
自
衛
官

■
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付

11
月
20
日
㈮
ま
で

■
試
験
日

１
次
：
11
月
28
日
㈯
か
ら
12
月

６
日
㈰
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

２
次：令
和
９
年（
２
０
２
７
年
）

１
月
９
日
㈯
か
ら
１
月
12
日
㈫

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

【
第
３
回
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

■
概
要

技
能
と
体
力
を
一
心
に
磨
く
任

期
制
自
衛
官

■
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付

11
月
16
日
㈪
ま
で

■
試
験
日

Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
（
学
科
試
験
）
11

月
25
日
㈬
・
26
日
㈭

身
体
検
査
・
口
述
試
験
11
月
28

日
㈯

自
衛
隊
工
科
学
校
生
徒
・
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
】

■
概
要

高
機
能
で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
運
用
で
き
、
国
際
社

会
で
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
陸
上
自
衛
官
を
養
成
・
教

育
す
る
学
校

■
資
格

令
和
９
年
（
２
０
２
７
年
）
４

月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
17
歳

未
満
の
男
子

■
受
付

〈
推
薦
〉

11
月
27
日
㈮
ま
で

〈
一
般
〉

令
和
９
年
（
２
０
２
７
年
１
月

14
日
㈭
ま
で
）

■
試
験
日

〈
推
薦
〉

令
和
９
年
（
２
０
２
７
年
）
１

月
９
日
㈯
か
ら
１
月
11
日
㈪
㈷

ま
で
の
指
定
す
る
１
日

〈
一
般
〉

１
次：令
和
９
年（
２
０
２
７
年
）

１
月
23
日
㈯
・
１
月
24
日
㈰
の

指
定
す
る
１
日

２
次：令
和
９
年（
２
０
２
７
年
）

２
月
11
日
㈭
㈷
か
ら
２
月
14
日

㈰
ま
で
の
指
定
す
る
１
日

■日時 11月21日（土）
 午前10 時から正午まで
■会場 飯山市公民館 101教室
■対象 小学生（2年生以下は保護者同伴）
■参加費 200 円
■持ち物 汚れても構わない服、鉛筆
■申込期限 11月16日（月）まで

　アメリカの文化を体験する大チャンス！
感謝祭のターキー（七面鳥）の工作を楽し
みながら、国際交流員のオードリーと一緒に
アメリカの文化を学びませんか？伝統料理
の「コーンブレッド」の試食もありますので、
ぜひお見逃しなく！

アメリカ風の
感謝祭クラフトを作ろう！

企画財政課 企画調整係
℡ 0269 -67-0722

お申し込みは
こちら！↓

　飯山市消防団主催による飯山市消防団フェスタを開催
します。当日は消防ポンプ車などが大集合し、ポンプ車の
放水体験や煙中体験など防災の体験ができます。また、
AR（仮想現実）浸水体験機器を使用したリアルな浸水
の体験、実際の災害にも派遣された移動式ミストサウナ
（NUKUMARU）の体験など消防団の活動や防災につい
て学べるブースを用意しています。ぜひご参加ください。

　自然環境に関する調査研究の成果や、地域のすぐれた自然、注目される取り組みなどを一般の皆さまに紹介する「第
32回 長野県環境保全研究所 信州自然講座」を開催します。当日は、意見交換会などを通じて地域の課題を皆さまと
共有します。参加は無料ですので、ぜひお気軽にご参加ください。

内容は10月１日現在のものであり、変更となる場合がありま
す。開催日の１か月前をめどに、長野県ホームページにおい
て詳細な情報を掲載する予定です。

飯山市消防団フェスタ開催

■日時 11月3日（火・祝）
 午前10時から午後3時まで
■会場 飯山市役所前駐車場
■内容 消防車両の展示、消火器体験、煙中体験、防

災グッズ展示販売など

■日時
11月19日（木）午前10時から午後２時まで
■場所
中野市市民会館ソソラホール 101 会議室
■持ち物
所在地がわかる資料

■日時
11月29日（日）午後1時から午後4時まで
■場所
飯山市文化交流館 なちゅら 小ホール
■内容
○講演
・「雪が育むブナの森-多雪地の生物多様性とその恵-」 
十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ 
専任学芸員 小林誠【30分】
・「ブナと暮らす越後三国のツキノワグマ」
長野県環境保全研究所 研究員 黒江美沙子【20分】
・「里山の保全活用が育む生物多様性」 
環境省希少野生動植物種保存推進員 福本匡志【20分】

　実家や所有不動産の管理・売却・相続・空き家バ
ンクの登録方法など空き家でお悩みの方の相談を地
元の宅建業者が受けます。相談をご希望の方は、二
次元コードよりご予約をお願いします。

【助成金に関するお問い合わせ先】
○業務改善助成金
長野労働局雇用環境・均等室  ℡ 026-223-0560
○キャリアアップ助成金
長野労働局職業対策課  ℡ 026-226-0866

長野県内の最低賃金は
1,117円です

第32回 長野県環境保全研究所 信州自然講座を開催します

無料空き家相談会のご案内

長野労働局 労働基準部 賃金室 
℡ 026-223-0555

（公社）長野県宅地建物取引業協会長野支部
℡ 026-228-2130

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用さ
れる「長野県最低賃金」が、令和 8年（2026 年）
10月 2日から時間額1,117円に改正されました。
この機会に、ご確認ください。なお、対象となる
賃金は、通常の労働時間・労働日に対応する賃金
で、臨時に支払われる賃金、精皆勤手当、通勤手
当および家族手当などは含まれま
せん。また、中小企業・小規模事
業者等に対する賃金の引き上げの
環境整備、雇用の維持を図るため
の支援策を実施していますので、
ご活用ください。

二次元コードで
ホームページを
チェック！

二次元コードか
ら、お申し込み
ください。

危機管理防災課 消防防災係 ℡ 0269-67-0721

長野県環境保全研究所 ℡ 026-227-0354

・「飯山で発見・新種記載されたなべくらザゼンソウ（サト
イモ科）とその生態」
長野県環境保全研究所 研究員 高野宏平【20分】
○意見交換会
テーマ「飯山の自然の持つ潜在的な価値と保全への道」

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

℡ 
０
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小菅の魅力と歴史について勉強しました。カレッジフットボールのシーズンが始まりました2
インディアナ大学 対 ネブラスカ大学

　骨髄バンクとは、白血球などの血液の病気で造血幹細胞の
移植を必要とする患者さんと、健康な細胞を提供してくれる
ドナーの方をつなぐ公的事業です。
　現在、骨髄バンクで移植を受けられる患者さんは希望者の
半分程度です。一人でも多くの患者さんが移植の機会を得ら
れるよう、ドナー登録へのご協力をお願いします。
　飯山市では、令和２年（2020年）度から「骨髄バンクド
ナー助成事業」を実施しています。骨髄提供を行ったドナーと、
そのドナーが勤務する事務所に助成金を交付しています。
○ドナー：１日２万円（１０日間を上限）
○事業所：１日１万円（１０日間を上限）
　助成金については、保健福祉課健康増進係までお問い合
わせください。骨髄バンクについては、日本骨髄バンクのホー
ムページをご覧ください。

〈当たるとスッキリ！ クイズコーナー〉
Q. 骨髄バンクの主な役割は何でしょう
　① 移植が必要な患者さんとドナーの　
　　 マッチング
　② 病気の治療方法の開発
A. 答えは 46㌻をご覧ください。

骨髄バンクドナーってなに？
保健福祉課 健康増進係  ℡ 0269-67-0727（課代表）

　
電
気
器
具
等
は
日
常
生
活
に
お
い
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
使
用
者

の
不
注
意
や
誤
っ
た
方
法
で
使
用
し
た
場
合

は
、
火
災
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

電
気
器
具
等
を
使
用
す
る
際
に
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１ 

点
検
の
実
施

　
扇
風
機
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
季
節

を
限
定
し
て
使
用
す
る
電
気
器
具
等
は
、

毎
年
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
中
に
普
段
と
違
っ

た
音
や
動
き
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
使
用
を
止
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
差
込

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、
専
門
の
業
者
に
点
検

を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２ 

正
し
い
使
用

　
電
気
ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を
乾
か
し
て

い
る
時
に
、
洗
濯
物
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
の

上
に
落
ち
て
火
災
に
つ
な
が
る
な
ど
、
電

気
器
具
等
を
本
来
の
目
的
以
外
で
使
用
す

る
と
、
意
図
し
な
い
火
災
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
に
際
し
て
は
、
取
扱
説
明
書

を
よ
く
読
み
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
理

解
し
て
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

使
用
し
な
い
と
き
は
・
・
・

　
ア
イ
ロ
ン
や
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど

は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘
れ
た
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
火
災
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
電
気
器
具
等
を
使
用
し
な
い
と
き

は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
だ
け
で
な
く
差

込
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま

し
ょ
う
。

４ 

危
険
な
た
こ
足
配
線

　

現
在
は
、
数
多
く
の
電
気
機
器
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
使

用
す
る
電
気
機
器
に
対
し
コ
ン
セ
ン
ト

が
不
足
し
、
た
こ
足
配
線
に
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
自
体
が
過

熱
し
、
火
災
の
原
因
と
な
る
た
め
、
コ

ン
セ
ン
ト
の
電
気
の
許
容
量
を
超
え
て

使
用
す
る
た
こ
足
配
線
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

５ 

コ
ン
セ
ン
ト
の
清
掃

　
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
込
プ
ラ
グ
を
長
期

間
差
し
込
ん
だ
状
態
に
し
て
お
く
と
、

コ
ン
セ
ン
ト
と
差
込
プ
ラ
グ
の
間
に
ほ

こ
り
等
が
付
着
し
、
付
着
し
た
ほ
こ
り

等
に
湿
気
が
帯
び
、
通
電
す
る
こ
と

に
よ
り
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
）。
差
込
プ
ラ
グ

に
付
着
し
た
ほ
こ
り
等
は
、
定
期
的
に

取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電気を正しく安全に使い火災を防ぎましょう
 第199回

・

・

・
・

・

・

・

防 災 ナ ビ
・

・

・
・

・

・

   危機管理防災課 ℡ 0269-67-0721
Ｅ ( エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 245

ド
イ
ツ
出
身
の
ビ
ル
テ
さ
ん
は
、
ア

ニ
メ
や
漫
画
が
き
っ
か
け
で
日
本

を
好
き
に
な
り
、
２
０
１
４
年
に
来
日
し

ま
し
た
。
東
京
都
内
の
日
本
語
学
校
に

通
い
な
が
ら
11
年
間
暮
ら
し
た
後
、
飯

山
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。

移
住
の
き
っ
か
け
は
野
沢
温
泉
村
に

ス
キ
ー
で
訪
れ
た
際
に
、
北
信

エ
リ
ア
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
こ
と
。
住
ま

い
を
探
す
中
で
、
斑
尾
高
原
に
出
会
い

昨
年
の
11
月
に
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

現
在
は
ロ
ッ
ジ
を
経
営
し
な
が
ら
、
温
か

く
来
訪
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ビ
ル
テ
さ
ん
が
今
、
情
熱
を

注
い
で
い
る
の
が
ア
メ
リ
カ
発
祥

の
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
「
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー

ル
」
で
す
。
昨
年
の
斑
尾
高
原
観
光
協

会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
活
動
を
始
め
る
こ

と
を
知
り
、「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

入
り
た
い
」「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
て
み
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
参
加
を
決

め
ま
し
た
。
現
在
は
週
に
1
回
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
専
用
コ
ー
ト
を
作
り
、
仲
間
た

ち
と
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
話
も
持
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
が
「
一
番
は
み
ん

な
で
楽
し
く
活
動
し
、
斑
尾
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
。
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
を
き
っ
か

け
に
斑
尾
に
来
訪
者
が
増
え
る
と
嬉
し

い
」と
ビ
ル
テ
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
現
在
、

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を

募
集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
斑
尾
高
原
観
光
協
会
「
山

の
家
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

斑尾で広がる
ピックルボールの輪
飯山地区 ライツァー・ビルテ

・イレネ・グレテ さん

　観衆は喚声を上げ、大地が揺れる。学生たちは一時、
宿題も成績も忘れ、目の前の熱い試合に夢中になる。̶̶
今年も、アメリカで絶大な人気を誇る「カレッジフットボー
ル」のシーズンが始まりました。
　カレッジフットボールとは、全米の大学が競い合うアメ
リカンフットボールの大会です。その歴史は1840年代、
カナダ配置のイギリス兵士がラグビーを紹介したことに
始まります。この新しいスポーツはプリンストン大学や
イェール大学、ハーバード大学などのアメリカの名門校
へ浸透する中でルールが乱立し、誰も納得できずに行き
詰りました。しかし、ワルター・キャンプという選手が新

ルールを提案したことで、現在の「アメリカンフットボー
ル」というスポーツがアメリカの大学で生まれました。
　プロチームがない州や都市では、カレッジフットボール
は最大の関心事です。比較すると、日本の甲子園みたい
だとも言えます。プロレベルではなくても、地元のチーム
や母校を心から応援する文化が深く根付いています。大
学生たちにとって、この大会は短い４年間のキャンパスラ
イフを全力で楽しむチャンスです。仲間と賑やかに盛り上
がる光景は秋の風物詩。たとえ大騒ぎをしなくても、ス
タンドから眺めるだけで学生時代のかけがえのない時間
に感じられます。


